
I―109   公 園内のモニュメントとしての歩道橋o設計
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/_またがき  一般に
`オ
罫へ0要求は 6のこ対岸

に渡すという機貪ヒが優先される。しかし、公国内等に

あぃては、まれにその機能面もとることもがら、橋自

体にランドマークとして0シンボル的徴役を1を要求さ

れる場含がある。このような場拾〆橋0美観|こ)|する

検討:すなわち 景観グ粂れた橋梁の設計(景観設

計)に主眼と置きその計画萄隆めるツ要がある。橋の

美にっぃての客雀見的なとらえ力ゃ胤 0:勲猫豊計の

具体的与法については 文献ノ),2)で述べられている。

ここでは 疾脅発として景雀見言饗計をあこなった公国内

の歩軸 の設計について、その構造美につヽ てヽおべ、

さらl( その嚇 果につヽ てヽ述べることにうる。

Z.イ メージ0確立_ この歩道橋は 横断隆橋で立陵地帯にある公□内0遊歩道o―濃であり、その設計にあ

たっては 自然公園内であることと充分考覚し 自然との言懸■をはびり、さらi( 公国内o毛ニュメント的なち

在と嶺るよう糸田,以0注竜t払う受要があった。そこで、景脚 において最し主手は吉:粉を占めるイメージの確

主にあたって10 フー今濡卜元形うニメン橋・斜長橋・連続桁橋につヽく、透1見図等色猫さ比較検討と行った結

果(図―/)のパニスのような基本型扱(中路扱ニールセン系日―ビ桁)七柚出した。その権要は橋長9/れ,支間

隻?%午′ノ″十/ア鴛 幅買J究アれ, ライスわζ ソ脚高さわ角起状点|くおけろ主構間隔(左)7π佑)チ
π
である。

3_■本橋o         稀 采0悧 形状七乗せば(図-2)の 姐くである。

(フ
ータリヌ佃1面形状〕ア

ータリヌ0線形|せ、一般に枚物線や円孤べ用いられ、それは琳 でアー今面は同́ 平

面にある。 しかし、本楕深にあヽ てヽは、橋自体の構造美がイけ株 によることかり生すろと老えられるので、こ0

非だ降制堕乞とりlt助長さ也.幕稚イ本|(躍鯵潮改在与えるため|(フータリヌの線形にクロソイト曲線をそ夕xし、ソ

脚郡かリアー今老βへの勧̀ |る流れを構造美として与えた。さらに、アーチグラウンを左lt各し、方″悔秩魚縦

0由率左ノトをくしたことにより 橋面空間におけるアー4リメl(よろ圧迫威を極力歩づくし、橋へのアフロ́ 今

にrF4枚威七与ぇろょリエたした。

〔フー4リヌ平面形状〕本櫂瞬m特徴のひとっにアータ

リヌがその課 点砕悛歓〔あいて転 かの2弦に分離して

いろことが孝tザリれゎ。起師 にわけろフー今リヌ

の分離は、権餡体の夕だ威七彪ジ散盪L冶効と考えられ

る。意た、左側起艤点閑筵にゎ、くは、歩遭嬌員をより

広く、斐鯵鮨鰐界をより高く̀“保すろ亀味で侑効である。

〔吊材〕か輌引球は,本格采|く軽快4リカム威t与え々 あ

り、その画̀置は フータ単ス老つKくゎこ恩われ、歩通の

鰈 限界等tろにし、その配置方夕としてヶヌルワーレ

ンカメ2彦御 した。

(図―/)虹 のθ`け橋全景パース

(図-2)骨 組 形 状




